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ところで、生体は恐ろしく複雑で高度なシステムであるが、その至る所で同じような仕掛けが利用さ
れているように思われる。そこで、細胞の中で多 くの分子機械をシステムとして統合 しているメカニズ
ムと、生体の中で多くの細胞を統合しているメカニズムとは、同じようなものではなかろうかという想
像が成り立つ。とすると、例えば脳の理解 も上と同じようにして可能になるかもしれないという考えが
浮かぶ。っまり、コンピューターの本質的な所は、各部品をシステムとして統合して必要な演算を可能
にする所にあり、その背後には通常2進法によるロジヲクがあるが、脳の場合にそれに対応する多くの
細胞を統合して考えたり、判断したりするという仕事をさせるべ く、システムとしてこれを成り立たせ
ているメカニズムが、生命を成り立たせているメカ三ズムと一緒に解けるのではないかというのが私の
夢である。しかし一方では、本当にそのようなものが分かってしまってもよいものなのだろうかとい.う
気持も起 こる。その時こそ完全に人類は滅んでしまうのではないだろうか。
悪夢は忘れて、もう少し身近な夢を述べたい。我々の研究室では、細胞中に取り込ませた色素につい
て光物性的な研究を行ない、そこから生き「た細胞について情報を引き出すということを行なっている。
生きた細胞を対象にしようとすれば常温で実験を行なわなければならないが、一方、極低温にして単純
化した条件の下で実験を行なうのは、物性研究の常道である。そこで、生きたままの状態を単に固定す
るような形で極低温にもって行くことはできないかという考えが浮かぶ。例えば、細胞を瞬間的に極低
温に冷却して種々の実験を行ない、その後で何らかの方法で室温に戻したときに細胞が生きかえるよう
であれば、生きたままの状態を固定して極低温に もって行ったといってもよいであろう。このようなこ
とは、果して可能であろうか。いずれにしても、そのようにして生きた系について極低温で物性研究を
行なうということも私の夢の一つである。
こ れ か らの50号 の 間 に
基礎工学部 長 谷 田 泰 一 郎
は じめの撤文のような ものの中で、低温の これか らのゆ く先を、例えばの話のように書いたけれ ども、
読み直 してみて割 と本気なんだ と思 う。 とは言 って も、しか し、考えを積み重ねた論拠が あるわけで も
ないので、 ここでどうしてそんな感 じを今 、持 ってい るか莫 とした背景のようなものを書いてみようと
思 う。 ダ
1976年 のInt'nSymPosiumonULT,Hakoneのsu㎜arytalkでA.J.Leggett
は"Whatisfoundamentallynewandexciting～"と 何 べ ん と な く問 い 返 し な が ら、 実
に意欲的に話題を展開している:)
ところでLeggettはULTが どこまでゆ くかには触れていないがmKあ るいはsubmKで やる事が
plentyにある事は(さ て何があるかを確めたい方 々にも)納 得 して戴けたうろと書 いている。ここで
カッコの中は筆者の註であ って、原文はIhaveconvincedanyofyouwhoneeded
convincingthatthereisstillplentyofphysicstodoinLTregionとある。
カマ リン ・オ ンネ スがHeを 液化 した後 で"も う気体 によ っては、より低 温には進めないが 、今この
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温度で物性の精密な測定を積み上げれば道は拓 けよう"と 述べたのは正にその通 り、彼 自身が測定を集
積 したGd2(SO4)3・8H20結晶の中か ら気体分子間の ファン ・デル ・ワール スカにかわ る磁気相互作
用によるエン トロピーが見 出された。 しか し、今、我々は どんなに精密に測定を積み上げても、もう核磁
気相互 作用 以外にエ ントロピー源 はありそうにない、 というのは相当に説得力がある。 しか も尚、次の
50号の間に一段の超低温 を期待 する と書いたのは、低次元、 ランダム、 フラス トレー トという規則配列
抑止集団のつ くる.系の中に、極々微弱なeffecdveな相互作用の存在 を期待ずるか らである。電子 ス
ピン系の キノ リニウムTCNQ(randomexchangeHeise血bergantiferromagneticlinear
chain)の断熱消磁によるmK以下の生成はもう少し注目されてよいように思う『1.Leggettの表現を
借 りれ ば 、themoredelicatethetypeoforderinginamanybodysystem,
themoreextremetheconditionstoseeit,andhenceingeneralthelower
thetemporatureで あ る 。
近 頃 、 我 々 は異 常 に 窮 屈 な 環 境 の 中 に 原 子 、 分 子 を 置 く実 験 を 始 め て い るが 、 いず れ 規 則 配 列 を 阻 止
する手段の開発が、そのままより低温への突破・になると考えているξ'同様媚 励 覇 の帆 量
子凝縮そのものに新しい発見を期待する人々がある')"ゆ め"と 口では言いながら実行するかどうか
が本当に 讐ゆめみている羽か どうかのケ ジメになる。.私の知る限 り、本当に 購ゆめみて いる"人 々が阪
大 には居る。まだ殆ん どの人(誰 も)が 実行に移せないで、世の様をながめて、 ひょ っている時に本 当
に手をつけなければ夢みたか いがな い。Leggettのplentyの中には相当に"ゆ めみる"話 も入 って
いる。
ところで、橡文の中にthereisstillplentyofphysicstodoin.roomtemera-
tureと書 いた。
本当にそ うだし、又そういう考え方 も大 事だ という心は変 らないが、大変にバラ ンスの よくとれた思
想の人か ら般無邪気℃ ない"と いう指摘を受けた。心は、誰が何 と言お ろと低温 一途に打ち こむの も一
流であるというのであろうと思 う。ハ ッとしたので、最後につけ加 えてお く事 とする。
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